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令和 7 年度
第 66 回

宮崎県学校体育研究発表大会

■　共　催

■　会　場

宮崎県教育委員会
延岡市教育委員会
五ヶ瀬町教育委員会

高千穂町教育委員会　　日之影町教育委員会

小 学 校 部 会
中 学 校 部 会
高 等 学 校 部 会
特別支援学校部会

延岡市 （ 延 岡 市 立 南 方 小 学 校）
延岡市 （ アスリートタウン延岡アリーナ  サブアリーナ ）
延岡市 （ 県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校）
延岡市 （ 県立延岡しろやま支援学校）

【期日】

【主催】 宮崎県学校体育研究会

令和７年10月17日（金）中学校部会・特別支援学校部会

令和７年11月 7日（金）小学校部会・高等学校部会



あ い さ つ 

 

                                   

宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 

                       会 長  木  宮  浩  二 

                       （宮崎県立日南振徳高等学校） 

 

第６６回宮崎県学校体育研究発表大会が、多数の御来賓や県内外からの指導助言をいただき

ます先生方をはじめ、多くの学校体育関係者の出席を賜り、延岡・西臼杵地区において開催でき

ますことを心より感謝申し上げます。 

本大会は１９６０年（昭和３５年）に開催された、第１回宮崎県保健体育研究協議会を皮切りに今

年度で６６回目を数え、学習指導要領の変遷に対応すべく「不易流行」の精神を保ちながら、先人

の情熱と努力により発展してきた大会です。平成７年度からは、小学校・中学校・高等学校部会に

加え特別支援学校部会が参加したことにより、「つながりのある学習」がさらに充実し、先進的な

取組として県内外から高い評価を受け現在に至っております。このことは、学校体育研究会を中

心に各地区研究部が継続的に研究を行うという、本県独自の組織体制に裏付けされた成果であ

ると言えます。 

また、大会実施に当たっては、本年度から特別支援学校部会を運営していた特別支援学校教

育研究会保健体育科代表者部会が他の校種と同様に「特別支援学校体育連盟」となり、組織の

充実が図られております。全校種での特別支援教育の充実が必要不可欠となっている中、特別支

援学校部会と小学校・中学校・高等学校部会とのつながりが益々強く深いものになることを期待

しています。 

 さて、一昨年度から研究主題を「生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライ

フを実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習」、副題を「児

童生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開」と設定し、ネット型運動

領域の研究・実践を進めてきました。 

 本年度は、３年計画の最終年であることを踏まえ、柱としてきた「指導と評価の一体化」、「『主体

的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善」、「共生の視点に立った指導内容の充実」の３

つについて、それぞれ「思考・判断・表現における評価規準と具体的な手立ての作成」「課題発見・

解決を図るための効果的な ICT 活用」「多様な運動やスポーツの楽しみ方を共有することができ

る指導内容の工夫」に取り組んできました。今回取り組んだ内容が、今後の各学校における授業

実施に当たり、より具体的な参考例となることを確信しております。 

本研究発表大会が本県児童生徒の発達段階を踏まえた指導法の工夫や改善はもとより、各校

種における体育科、保健体育科教育のより一層の発展に繋がれば幸いでございます。 

 結びに、本大会を開催するにあたり多大な御理解と御協力を賜りました宮崎県教育委員会をは

じめ、延岡市・高千穂町・日之影町・五ヶ瀬町の各教育委員会、会場校並びに地区実行委員の先

生方に対し厚くお礼申し上げ、あいさつといたします。  



あ　い　さ　つ

                         　　             　　　　宮 崎 県 教 育 委 員 会 　 　 　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          教 育 長 　吉 　 村 　 達 　 也
                                 　　            

　第 6 6 回宮崎県学校体育研究発表大会が、延岡・西臼杵地区において盛大に開催されま

すことを、お喜び申し上げます。

　本大会は、半世紀以上の歴史と伝統を誇る体育科・保健体育科の研究発表の場として、学

校体育に関する学習指導法等の改善・充実を目的に、発展を遂げてこられました。これも、

長年にわたり、小学校・中学校・高等学校及び特別支援学校の体育科・保健体育科の指導者

が一体となって、1 2 年間を見通した 「つながりのある学習」の研究に対する真撃な取組の

たまものであり、 深く敬意を表する次第であります。

　さて、現在、各学校におかれましては、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

や、 個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けた授業の充実などに取り組まれていること

と思います。

　本大会の開催を通して、体育・保健体育に携わる先生方が集い、授業発表や授業研究等を

行うことは大変意義のあることであり、県教育委員会といたしましては、今後の学校体育の

充実と教員の資質向上に寄与するものと期待しております。

　参加者の皆様におかれましては、本大会で得られた成果や学びを各学校へ持ち帰り、児童

生徒や地域の実態に応じた授業の改善・充実、更には各学校の課題解決や御自身の指導力向

上につなげていただきますようお願い申し上げます。

　結びに、本大会の開催に当たりまして、多大な御尽力を賜りました延岡市、高千穂町、日

之影町、五ヶ瀬町の各教育委員会の皆様、そして地区実行委員会並びに関係する方々に対し、

深く感謝を申し上げまして、御挨拶といたします。

あ い さ つ 

 

宮 崎 県 教 育 委 員 会 

教 育 長 吉 村 達 也 

 

第６６回宮崎県学校体育研究発表大会が、延岡・西臼杵地区において盛大に開催されますこと

を、お喜び申し上げます。 

本大会は、半世紀以上の歴史と伝統を誇る体育科・保健体育科の研究発表の場として、学校体

育に関する学習指導法等の改善・充実を目的に、発展を遂げてこられました。これも、長年にわ

たり、小学校・中学校・高等学校及び特別支援学校の体育科・保健体育科の指導者が一体となっ

て、１２年間を見通した「つながりのある学習」の研究に対する真摯な取組のたまものであり、

深く敬意を表する次第であります。 

さて、現在、各学校におかれましては、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善や、

個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けた授業の充実などに取り組まれていることと思いま

す。 

本大会の開催を通して、体育・保健体育に携わる先生方が集い、授業発表や授業研究等を行う

ことは大変意義のあることであり、県教育委員会といたしましては、今後の学校体育の充実と教

員の資質向上に寄与するものと期待しております。 

参加者の皆様におかれましては、本大会で得られた成果や学びを各学校へ持ち帰り、児童生徒

や地域の実態に応じた授業の改善・充実、更には各学校の課題解決や御自身の指導力向上につな

げていただきますようお願い申し上げます。 

結びに、本大会の開催に当たりまして、多大な御尽力を賜りました延岡市、高千穂町、日之影

町、五ヶ瀬町の各教育委員会の皆様、そして地区実行委員会並びに関係する方々に対し、深く感

謝を申し上げまして、御挨拶といたします。 

あ い さ つ 

 

延 岡 市 教 育 委 員 会 

教 育 長 髙  森  賢 一 

 

県内各地の小・中・義務教育学校・高等学校・特別支援学校から多くの先生方をお迎えし、ここ延岡

の地で、第66回宮崎県学校体育研究発表大会延岡・西臼杵地区大会が盛大に開催されますことを、心

からお慶び申し上げます。また、日頃より本県の児童生徒の健やかな心身の育成と体力向上にご尽力

いただいております先生方、並びに宮崎県学校体育研究会の皆様に対しまして、心から敬意を表し、深

く感謝申し上げます。 

さて、本市も他の自治体と同じように、スポーツを活かしたまちづくりを推進し、市民一人一人の多様

性を尊重し、生涯にわたってスポーツを楽しめる環境づくりを進めております。子どもたちが、自らの可

能性を広げ、健やかな心身を育むことは、まちづくりの根幹をなすものであり、このことに学校体育が果

たす役割は極めて大きいと認識しております。 

昨今の学校体育は、児童生徒の体力の向上や運動技能習得などに加え、これまでにも増して社会の

変化や多様なニーズを踏まえた新たな視点が重視されてきています。例えば、生活習慣病予防やメンタ

ルヘルス・自己肯定感の向上、生涯にわたり誰でも運動を楽しめる環境、社会性を育む場としての位置

付け、ICTや健康データの活用、インクルーシブなプログラムの実践などです。 

そういった観点からも、本大会の研究主題「生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポー

ツライフを実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習」は重要なテー

マであり、本大会での研究発表や協議をとおして、生涯にわたって運動に親しむ意欲と資質・能力を育

む授業づくりが一層推進されますことを期待しております。 

また、本市では数年前から、知識構成型ジグソー法の授業研究を少しずつ広げてきています。今回の

小学校授業発表の一部でも、知識構成型ジグソー法の授業手法を用いた実践発表がありますので、参

加の先生方からは、副題である「児童生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と

展開」に関連させて、たくさんの感想や意見をいただきたいと考えております。 

結びに、本大会の開催にあたり、多大なるご尽力を賜りました関係者の皆様方に深く感謝申し上げま

すとともに、本研究大会の成功と宮崎県学校体育研究会の益々のご発展、並びにご参加の皆様方の今

後のご健勝、ご活躍を心から祈念いたしまして、あいさつといたします 。 

 

あ い さ つ 

 

延 岡 市 教 育 委 員 会 

教 育 長 髙  森  賢 一 

 

県内各地の小・中・義務教育学校・高等学校・特別支援学校から多くの先生方をお迎えし、ここ延岡

の地で、第66回宮崎県学校体育研究発表大会延岡・西臼杵地区大会が盛大に開催されますことを、心

からお慶び申し上げます。また、日頃より本県の児童生徒の健やかな心身の育成と体力向上にご尽力

いただいております先生方、並びに宮崎県学校体育研究会の皆様に対しまして、心から敬意を表し、深

く感謝申し上げます。 

さて、本市も他の自治体と同じように、スポーツを活かしたまちづくりを推進し、市民一人一人の多様

性を尊重し、生涯にわたってスポーツを楽しめる環境づくりを進めております。子どもたちが、自らの可

能性を広げ、健やかな心身を育むことは、まちづくりの根幹をなすものであり、このことに学校体育が果

たす役割は極めて大きいと認識しております。 

昨今の学校体育は、児童生徒の体力の向上や運動技能習得などに加え、これまでにも増して社会の

変化や多様なニーズを踏まえた新たな視点が重視されてきています。例えば、生活習慣病予防やメンタ

ルヘルス・自己肯定感の向上、生涯にわたり誰でも運動を楽しめる環境、社会性を育む場としての位置

付け、ICTや健康データの活用、インクルーシブなプログラムの実践などです。 

そういった観点からも、本大会の研究主題「生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポー

ツライフを実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習」は重要なテー

マであり、本大会での研究発表や協議をとおして、生涯にわたって運動に親しむ意欲と資質・能力を育

む授業づくりが一層推進されますことを期待しております。 

また、本市では数年前から、知識構成型ジグソー法の授業研究を少しずつ広げてきています。今回の

小学校授業発表の一部でも、知識構成型ジグソー法の授業手法を用いた実践発表がありますので、参

加の先生方からは、副題である「児童生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と

展開」に関連させて、たくさんの感想や意見をいただきたいと考えております。 

結びに、本大会の開催にあたり、多大なるご尽力を賜りました関係者の皆様方に深く感謝申し上げま

すとともに、本研究大会の成功と宮崎県学校体育研究会の益々のご発展、並びにご参加の皆様方の今

後のご健勝、ご活躍を心から祈念いたしまして、あいさつといたします 。 

 



あ　い　さ　つ

                         　　             　　　　延 岡 市 教 育 委 員 会 　 　 　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          教 育 長 　髙　森　賢　一
                                 　　            

　県内各地の小・中・義務教育学校・高等学校・特別支援学校から多くの先生方をお迎えし、

ここ延岡の地で、第 66 回宮崎県学校体育研究発表大会延岡・西臼杵地区大会が盛大に開催

されますことを、心からお慶び申し上げます。また、日頃より本県の児童生徒の健やかな心

身の育成と体力向上にご尽力いただいております先生方、並びに宮崎県学校体育研究会の皆

様に対しまして、心から敬意を表し、深く感謝申し上げます。

　さて、本市も他の自治体と同じように、スポーツを活かしたまちづくりを推進し、市民 

一人一人の多様性を尊重し、生涯にわたってスポーツを楽しめる環境づくりを進めており 

ます。子どもたちが、自らの可能性を広げ、健やかな心身を育むことは、まちづくりの根 

幹をなすものであり、このことに学校体育が果たす役割は極めて大きいと認識しておりま 

す。

　昨今の学校体育は、児童生徒の体力の向上や運動技能習得などに加え、これまでにも増 

して社会の変化や多様なニーズを踏まえた新たな視点が重視されてきています。例えば、 生

活習慣病予防やメンタルヘルス・自己肯定感の向上、生涯にわたり誰でも運動を楽しめる環

境、社会性を育む場としての位置付け、ICT や健康データの活用、インクルーシブなプロ

グラムの実践などです。

　そういった観点からも、本大会の研究主題「生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊

かなスポーツライフを実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体

育科学習」は重要なテーマであり、本大会での研究発表や協議をとおして、生涯にわたって

運動に親しむ意欲と資質・能力を育む授業づくりが一層推進されますことを期待しておりま

す。

　また、本市では数年前から、知識構成型ジグソー法の授業研究を少しずつ広げてきていま

す。今回の小学校授業発表の一部でも、知識構成型ジグソー法の授業手法を用いた実践発表

がありますので、参加の先生方からは、副題である「児童生徒一人一人の思考力、判断力、

表現力等を養う授業の創造と展開」に関連させて、たくさんの感想や意見をいただきたいと

考えております。

　結びに、本大会の開催にあたり、多大なるご尽力を賜りました関係者の皆様方に深く感謝

申し上げますとともに、本研究大会の成功と宮崎県学校体育研究会の益々のご発展、並びに

ご参加の皆様方の今後のご健勝、ご活躍を心から祈念いたしまして、あいさつといたします。

あ い さ つ 

 

延 岡 市 教 育 委 員 会 

教 育 長 髙  森  賢 一 

 

県内各地の小・中・義務教育学校・高等学校・特別支援学校から多くの先生方をお迎えし、ここ延岡

の地で、第66回宮崎県学校体育研究発表大会延岡・西臼杵地区大会が盛大に開催されますことを、心

からお慶び申し上げます。また、日頃より本県の児童生徒の健やかな心身の育成と体力向上にご尽力

いただいております先生方、並びに宮崎県学校体育研究会の皆様に対しまして、心から敬意を表し、深

く感謝申し上げます。 

さて、本市も他の自治体と同じように、スポーツを活かしたまちづくりを推進し、市民一人一人の多様

性を尊重し、生涯にわたってスポーツを楽しめる環境づくりを進めております。子どもたちが、自らの可

能性を広げ、健やかな心身を育むことは、まちづくりの根幹をなすものであり、このことに学校体育が果

たす役割は極めて大きいと認識しております。 

昨今の学校体育は、児童生徒の体力の向上や運動技能習得などに加え、これまでにも増して社会の

変化や多様なニーズを踏まえた新たな視点が重視されてきています。例えば、生活習慣病予防やメンタ

ルヘルス・自己肯定感の向上、生涯にわたり誰でも運動を楽しめる環境、社会性を育む場としての位置

付け、ICTや健康データの活用、インクルーシブなプログラムの実践などです。 

そういった観点からも、本大会の研究主題「生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポー

ツライフを実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習」は重要なテー

マであり、本大会での研究発表や協議をとおして、生涯にわたって運動に親しむ意欲と資質・能力を育

む授業づくりが一層推進されますことを期待しております。 

また、本市では数年前から、知識構成型ジグソー法の授業研究を少しずつ広げてきています。今回の

小学校授業発表の一部でも、知識構成型ジグソー法の授業手法を用いた実践発表がありますので、参

加の先生方からは、副題である「児童生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と

展開」に関連させて、たくさんの感想や意見をいただきたいと考えております。 

結びに、本大会の開催にあたり、多大なるご尽力を賜りました関係者の皆様方に深く感謝申し上げま

すとともに、本研究大会の成功と宮崎県学校体育研究会の益々のご発展、並びにご参加の皆様方の今

後のご健勝、ご活躍を心から祈念いたしまして、あいさつといたします 。 

 

あ い さ つ 

 

延 岡 市 教 育 委 員 会 

教 育 長 髙  森  賢 一 

 

県内各地の小・中・義務教育学校・高等学校・特別支援学校から多くの先生方をお迎えし、ここ延岡

の地で、第66回宮崎県学校体育研究発表大会延岡・西臼杵地区大会が盛大に開催されますことを、心

からお慶び申し上げます。また、日頃より本県の児童生徒の健やかな心身の育成と体力向上にご尽力

いただいております先生方、並びに宮崎県学校体育研究会の皆様に対しまして、心から敬意を表し、深

く感謝申し上げます。 

さて、本市も他の自治体と同じように、スポーツを活かしたまちづくりを推進し、市民一人一人の多様

性を尊重し、生涯にわたってスポーツを楽しめる環境づくりを進めております。子どもたちが、自らの可

能性を広げ、健やかな心身を育むことは、まちづくりの根幹をなすものであり、このことに学校体育が果

たす役割は極めて大きいと認識しております。 

昨今の学校体育は、児童生徒の体力の向上や運動技能習得などに加え、これまでにも増して社会の

変化や多様なニーズを踏まえた新たな視点が重視されてきています。例えば、生活習慣病予防やメンタ

ルヘルス・自己肯定感の向上、生涯にわたり誰でも運動を楽しめる環境、社会性を育む場としての位置

付け、ICTや健康データの活用、インクルーシブなプログラムの実践などです。 

そういった観点からも、本大会の研究主題「生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポー

ツライフを実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習」は重要なテー

マであり、本大会での研究発表や協議をとおして、生涯にわたって運動に親しむ意欲と資質・能力を育

む授業づくりが一層推進されますことを期待しております。 

また、本市では数年前から、知識構成型ジグソー法の授業研究を少しずつ広げてきています。今回の

小学校授業発表の一部でも、知識構成型ジグソー法の授業手法を用いた実践発表がありますので、参

加の先生方からは、副題である「児童生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と

展開」に関連させて、たくさんの感想や意見をいただきたいと考えております。 

結びに、本大会の開催にあたり、多大なるご尽力を賜りました関係者の皆様方に深く感謝申し上げま

すとともに、本研究大会の成功と宮崎県学校体育研究会の益々のご発展、並びにご参加の皆様方の今

後のご健勝、ご活躍を心から祈念いたしまして、あいさつといたします 。 

 



あ い さ つ 

 

延岡・西臼杵地区実行委員会 

会 長 安 在 康 喜 

（延岡市立西階中学校） 

 

 県内各地から多くの関係者をお迎えし、第６６回宮崎県学校体育研究発表大会延岡・西臼杵地

区大会を盛大に開催できますことに対し、心から感謝申し上げます。 

 さて、今般、子ども達にとっては、生涯にわたって自ら主体的に学び続け、自分自身の人生を舵取

りする力を身につけることの重要性が増してきています。そのような中、本研究会は、小学校・中学

校・高等学校・特別支援学校という校種の異なる学校が、共通の研究主題のもと、実践と研究を重

ねるという他県にも類を見ない取組を毎年行ってきており、本県の体育科・保健体育科全体の根幹

をなす大会であります。 

 このような歴史と権威のある大会の取組を一歩でも前に進めるために、令和５年度から令和７年

度の本県の研究主題「生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現する

とともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習～児童生徒一人一人の思考

力,判断力,表現力等を養う授業の創造と展開～」のもと、本地区において全校種１２年間のつなが

りを、発達段階に応じて系統化・明確化することを意識し、他者との関わりを通して児童生徒自身

が運動や健康に関する課題を発見し、解決に向かう学習の在り方について、より深く研究を進める

こととすると共に「思考力,判断力,表現力等」に関する研究を実践することにより体育科、保健体育

科の学習課題の解決に迫れるのではないかという視点で研究を進めて参りました。 

タブレット端末をはじめＩＣＴを使用した授業が全ての教科で実施されるようになってきております

が、デジタル学習は、一人一人の興味や関心に応じ、よさを伸ばし、困難の克服を助けるものとして

効果的に活用し、「デジタルかリアルか」、「デジタルか紙か」といった二項対立に陥らず、「デジタル

の力でリアルな学びを支える」という基本的な考えに立ってバランスを保つこととしました。まだまだ、

研究の途中であり、課題も山積しております。今後の継続的な研究や、さらなる充実した取組へとつ

なげるためにも、ご参加いただきました皆様方より、忌憚のないご意見やご指導をいただければ幸い

に存じます。 

最後になりましたが、本研究大会を開催するにあたり、ご支援、ご指導を賜りました県教育委員会、

延岡市・高千穂町・日之影町・五ヶ瀬町教育委員会をはじめ、関係各位に心から感謝申し上げあい

さつといたします。 
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あ い さ つ 

 

延岡・西臼杵地区実行委員会 

会 長 安 在 康 喜 

（延岡市立西階中学校） 

 

 県内各地から多くの関係者をお迎えし、第６６回宮崎県学校体育研究発表大会延岡・西臼杵地

区大会を盛大に開催できますことに対し、心から感謝申し上げます。 

 さて、今般、子ども達にとっては、生涯にわたって自ら主体的に学び続け、自分自身の人生を舵取

りする力を身につけることの重要性が増してきています。そのような中、本研究会は、小学校・中学

校・高等学校・特別支援学校という校種の異なる学校が、共通の研究主題のもと、実践と研究を重

ねるという他県にも類を見ない取組を毎年行ってきており、本県の体育科・保健体育科全体の根幹

をなす大会であります。 

 このような歴史と権威のある大会の取組を一歩でも前に進めるために、令和５年度から令和７年

度の本県の研究主題「生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現する

とともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習～児童生徒一人一人の思考

力,判断力,表現力等を養う授業の創造と展開～」のもと、本地区において全校種１２年間のつなが

りを、発達段階に応じて系統化・明確化することを意識し、他者との関わりを通して児童生徒自身

が運動や健康に関する課題を発見し、解決に向かう学習の在り方について、より深く研究を進める

こととすると共に「思考力,判断力,表現力等」に関する研究を実践することにより体育科、保健体育

科の学習課題の解決に迫れるのではないかという視点で研究を進めて参りました。 

タブレット端末をはじめＩＣＴを使用した授業が全ての教科で実施されるようになってきております

が、デジタル学習は、一人一人の興味や関心に応じ、よさを伸ばし、困難の克服を助けるものとして

効果的に活用し、「デジタルかリアルか」、「デジタルか紙か」といった二項対立に陥らず、「デジタル

の力でリアルな学びを支える」という基本的な考えに立ってバランスを保つこととしました。まだまだ、

研究の途中であり、課題も山積しております。今後の継続的な研究や、さらなる充実した取組へとつ

なげるためにも、ご参加いただきました皆様方より、忌憚のないご意見やご指導をいただければ幸い

に存じます。 

最後になりましたが、本研究大会を開催するにあたり、ご支援、ご指導を賜りました県教育委員会、

延岡市・高千穂町・日之影町・五ヶ瀬町教育委員会をはじめ、関係各位に心から感謝申し上げあい

さつといたします。 
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第６６回宮崎県学校体育研究発表大会 延岡・西臼杵地区大会開催要項 

R7.7.11 時点 

１ 目  的 
   学校体育に関する研究成果の発表と指導上の諸問題について研究協議を行い、学習指導法の

改善・充実に努め、本県学校体育の進展を図る。 
 
２ 主  催 
   宮崎県学校体育研究会 
 
３ 共  催 
   宮崎県教育委員会  延岡市教育委員会  高千穂町教育委員会  日之影町教育委員会 
   五ヶ瀬町教育委員会 
 
４ 後  援 
   宮崎県市町村教育委員会連合会   宮崎県校長会   宮崎県県立学校長協会 

宮崎県私立中学高等学校協会 
 
５ 主  管 
   第６６回宮崎県学校体育研究発表大会実行委員会 
   延岡市小学校体育連盟・西臼杵郡小学校体育連盟 
   延岡地区中学校体育連盟・西臼杵地区中学校体育連盟 
   宮崎県高等学校体育連盟県北支部 
   宮崎県特別支援学校体育連盟県北支部 
 
６ 期  日 
   令和７年１０月１７日（金） 中学校部会、特別支援学校部会 
   令和７年１１月 ７日（金） 小学校部会、高等学校部会 
 
７ 参加対象 
   小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・中等教育学校・特別支援学校の教員 
   教育委員会その他の関係機関・団体の学校体育関係者 
 
８ 会  場 

種 別 会 場 
小 学 校 部 会 延岡市立南方小学校 
中 学 校 部 会 アスリートタウン延岡アリーナ サブアリーナ 
高 等 学 校 部 会 宮崎県立延岡星雲高等学校 
特別支援学校部会 宮崎県立延岡しろやま支援学校 

 
９ 研究主題 
 《県研究［つながりのある学習］》 （令和５～７年度） 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 
実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習 

～児童生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 
 

 《部会研究》 

小学校 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習 
～児童一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

中学校 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力を育む保健体育科学習 
～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

高等学校 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するとともに、継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 
～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

特別支援学校 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習の在り方 

～児童生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 
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10 日  程 （※5/13 検討→5/20 提示） 

11 
月 
7 
日 
(金) 

小 
 
学 
 
校 
 
部 
 
会 

    9:30       10:10          11:10                                   14:55       15:45 

9:00         10:00          10:55        11:55        12:55        14:45      15:40  16:00 
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会場： 延岡市立南方小学校 

10 
月 
17 
日 
(金) 

中 
 
学 
 
校 
 
部 
 
会 

   9:10         9:50         10:55                                    14:55     15:45 

8:40          9:40         10:40        11:45         12:30      14:40      15:40   16:00 
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会場： アスリートタウン延岡アリーナ サブアリーナ 

11 
月 
7 
日 
(金) 

高 
 
等 
 
学 
 
校 
 
部 
 
会 

    9:50          10:15      10:45              12:25        13:30         15:10   15:45 

9:20       10:00          10:35        11:40    12:25     13:20         15:00          16:00 
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(90 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(35 分) 

 

  

会場： 宮崎県立延岡星雲高等学校 

10 
月 
17 
日 
(金) 

特
別
支
援
学
校
部
会 

   10:00     10:40             11:40             13:00            14:10      014:50 

9:30      10:30            11:30       12:00                       14:00      14:40   15:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(30 分) 
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会場： 宮崎県立延岡しろやま支援学校 
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11 内容 

(１) 小学校部会 

① 研究発表・視点説明 

発表題目 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習  

～児童一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

役 職 名 氏   名 

研究発表者 

視点説明 
○延 岡 市 立 東 小 学 校    教  諭  藤 井 航 平 

 

② 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第４学年 

ネ ッ ト 型 ゲ ー ム  
「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

延 岡 市 立 東 海 小 学 校 
教  諭  野 中 海 仁 

Ⅱ 

（地区） 
第５学年 

ネ ッ ト 型  
「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

延 岡 市 立 南 方 小 学 校 
教  諭  田 中 大 希 

 

③ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 
０南 九 州 大 学 人 間 発 達 学 部    教  授  宮 内   孝 

０宮崎県教育庁スポーツ振興課    指導主事  財 津 吉 正 

司 会 者 ０宮 崎 市 立 国 富 小 学 校    教  諭  安 藝 良 介 

記 録 者 
０小 林 市 立 栗 須 小 学 校    教  諭○ 山 下   駿 

０高 原 町 立 後 川 内 小 学 校    教  諭  森 永 亜由美 

進 行 ０新 富 町 立 上 新 田 小 学 校    教  諭  関 戸○  映 

 

④ 研究発表 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

生涯にわたる心身の健康と豊かなスポーツライフ支える資質能力の育成を目指して 

～思考力，判断力，表現力等を育む少人数体育学習～ 

日 之 影 町 立 宮 水 小 学 校 

教  諭  渡 辺 智 彬 

進行・司会者 ０椎 葉 村 立 不 土 野 小 学 校 教  諭  河 野 要 世 

記 録 者 ０西 都 市 立 茶 臼 原 小 学 校 教  諭  横 山 正 文○ 

 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

一人一人が進んで運動に親しみ、その楽しさを味わう体育科学習の在り方 

～ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びのある授業作りを通して～ 

え び の 市 立 上 江 小 学 校 

教  諭  串 間 洵 郎 

進行・司会者 ０日 向 市 立 美 々 津 小 学 校 講  師  壱 岐 直 澄 

記 録 者 ０国 富 町 立 森 永 小 学 校 教  諭  新 原   翼 

 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

児童が思考・判断・表現しながら技能を向上させる授業の在り方 

～指導と評価の一体化を意識した授業改善を通して～ 
日 南 市 立 桜 ケ 丘 小 学 校 

教  諭  黒 木 大 翔 

進行・司会者 ０都 城 市 立 川 東 小 学 校 教  諭  松 山 拓 磨 

記 録 者 ０串 間 市 立 本 城 小 学 校 教  諭  宇 佐 季 笑 
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(２) 中学校部会 

① 研究発表及び視点説明 

活動報告及び研究発表題目 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライ
フを実現するための資質・能力を育む保健体育科学習の在り方 

宮 崎 市 立 宮 崎 西 中 学 校 

教  諭  上 妻 憲 祐 

（視点説明） 

生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開 
延 岡 市 立 北 川 中 学 校 

教  諭  原 田 卓 弥 

 

② 授業発表 

 
学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第２学年 

球     技 

（ネット型：テニス） 

延 岡 市 立 南 中 学 校 

教  諭  前 田 啓 介 

Ⅱ 

（地区） 
第２学年 

体 育 理 論 

（運動やスポーツの学び方） 

延 岡 市 立 西 階 中 学 校 

教  諭  德 渕   喬 

  

③ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 

０宮 崎 大 学 教 育 学 部    教  授  日 髙 正 博 

０宮崎県教育庁スポーツ振興課００  指導主事００甲 斐 浩 記 

司 会 者 ０新 富 町 立 富 田 中 学 校    教  諭  浮 島 大 介 

記 録 者 

０小 林 市 立 三 松 中 学 校    教  諭  岡 上   桂 

０宮 崎 市 立 大 淀 中 学 校    教  諭  水 元 竜太郎 

進 行 ０美 郷 北 義 務 教 育 学 校    教  諭  佐 藤 浩 行 

 

④ 地区研究発表 

 【 地 区 】 

研 究 発 表 題 目 
発 表 者 

１ 
【  日 向  】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  
日 向 市 立 東 郷 学 園 

教 諭  矢 野 正 道 

２ 
【  宮 崎  】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  
宮崎大学教育学部附属中学校 

教 諭  寳 田 光 貴 

３ 
【  都 城  】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  
都 城 市 立 山 之 口 中 学 校 

教 諭  鹿 島 鉄 平 

４ 
【 南 那 珂 】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  
日 南 市 立 飫 肥 中 学 校 

指導教諭 田 中 美津子 
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(３) 高等学校部会 

① 教科研究委員会発表 

内   容 発 表 者 

生徒の「思考力，判断力，表現力等」の資質・能力を 

育む手立ての工夫 

～ 思考ツール活用の在り方 ～ 

県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校 

教  諭  太 田   聡 

（県高体連 教科研究委員長） 

 

② 視点説明 

視 点 説 明 ○県 立 五 ヶ 瀬 中 等 教 育 学 校    教  諭  吉 岡 奈津希 

 

③ 授業発表 

 学年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第２学年 

球     技 

（ネット型：バドミントン） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  近 藤 伸 哉 

Ⅱ 

（地区） 
第２学年 

保     健 

（医薬品の制度とその活用） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  加 藤 順 也 

 

④ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ０日 本 女 子 体 育 大 学    教  授  高 橋  修 一 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校    教  諭  角 田   太 

コーディネーター 
○県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校    教  諭  太 田   聡 

○県 立 高 千 穂 高 等 学 校    教  諭  甲 斐 奎 佑 

記 録 者 
○延 岡 学 園 高 等 学 校    講  師  楠 元 龍 水 

○県 立 延 岡 工 業 高 等 学 校    教  諭  山 中 貴 弘 

 

⑤ 研究発表 

 研 究 発 表 題 目 発 表 者 

１ 

【西諸支部】 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを

実現するとともに継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 

～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う球技ネット型の授業をとおして～ 

県 立 飯 野 高 等 学 校 

教  諭  都 甲 尚 寛 

２ 

【宮崎・東諸支部】 

ICT とシンキングツールを活用した授業の展開 

～「主体的・対話的で深い学び」を生み出す環境づくり～ 

宮 崎 学 園 高 等 学 校 

教  諭  溝 口 政 志 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ○宮崎県教育庁スポーツ振興課   指導主事  白 石 剛 二 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校   教  諭  角 田   太 

記 録 者 
○県 立 日 向 高 等 学 校   教  諭  濱 田 悠 暉 

○県 立 門 川 高 等 学 校   教  諭  寺 田 勢 哉 

 
 
 
 



— 6 —

 
(４) 特別支援学校部会 

① 視点説明 

視 点 説 明 ○県立延岡しろやま支援学校      教  諭  金 田 健 吾 

 

② 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
高等部 

球     技 

（バドミントン） 

県立延岡しろやま支援学校 

教  諭  上 野   航 

 

③ 授業研究会Ⅰ・授業研究会Ⅱ 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ０日 本 体 育 大 学 体 育 学 部   准 教 授  村 井 敬太郎 

担 当 者 ○県立清武せいりゅう支援学校   教  諭  長 友 啓 輔 

司 会 者 ○県 立 延 岡 し ろ や ま 支 援 学 校   教  諭  伊 東 寿 晃 

記 録 者 
○県 立 延 岡 し ろ や ま 支 援 学 校   教  諭  野 田 航 平 

○県立清武せいりゅう支援学校   教  諭  小 松 鉄 平 

進  行 ○県 立 み な み の か ぜ 支 援 学 校   教  諭  楢 木 理 美 

 

④ 研究発表 

活動報告及び研究発表題目 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライ

フを実現するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習 

～「ひなたの学び」を通して、主体的・対話的で深い学びの実

現に向けた授業づくりを目指して～ 

県立児湯るぴなす支援学校 

教  諭  坂 田 拓 也 

役 職 名 氏  名 

指導助言者 ○宮崎県教育庁スポーツ振興課   指導主事  五十嵐   舞 

進  行 ○県 立 み な み の か ぜ 支 援 学 校   教  諭  楢 木 理 美 

 

12 参加申込み方法 

下記期日までに以下のアドレス、または二次元コードを利用して申し込むこと。 

※大会役員・実行委員もそれぞれ申込みをして下さい。 

小学校部会 中学校部会 高等学校部会 特別支援学校部会 
 
申込締切 10 月 17 日(金) 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/ZQ

XDzjqwr8e9Xx4AA 

 
申込締切  9 月 26 日(金) 

 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/EC

XyCz5GTSYH8kNA9 

 
申込締切 10 月 17 日(金) 

 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/hi

uUh8Uk9hma4rVz7 

 
申込締切 9 月 26 日(金) 

 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/2t

ALj3uRWfb9xfyu8 

【問い合わせ先】 

宮崎県学校体育研究会事務局（高体連事務局内）  電話 ０９８５－５１－４１０９ 
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駐車場について 
 

小学校部会 

 

 小学校部会（11 月７日）の駐車場は、会場校（延岡市立南方小学校）の運動場です。 

 会場校運動場は約１００台駐車可能ですが、もし満車の場合は小峰グラウンドへの駐車をお願い

いたします（徒歩１０分程度）。 

※ 会場周辺での通行については、当日の役員の指示に従ってください。 

※ 以下の太線は徒歩ルート 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校部会、高等学校部会、特別支援学校部会 

各部会が開催される施設の駐車場をご利用ください。 

 ⑴ 中 学 校 部 会 … アスリートタウン延岡アリーナ 駐車場 

 ⑵ 高 等 学 校 部 会 … 県立延岡星雲高等学校 駐車場 

 ⑶ 特別支援学校部会 … 県立延岡しろやま支援学校 駐車場 

小峰グラウンド 

南方小 
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つながりのある学習 

 
宮崎県の“つながりのある学習”について 

 
（１）基本方針 

宮崎県学校体育研究発表大会では、本研究会の趣旨を踏まえ、児童生徒の発達の
段階に応じた望ましい体育学習のあり方について、以下のような共通視点を持ち、
研究を推進する。 

 
ア 生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の育成を目

指した学校体育の在り方を研究推進する。 
 

イ 研究にあたっては、各校種の研究活動を推進すると共に、各地区（支部）の小・
中・高・特が合同研究会を組織し、県学体研研究部と連携して『つながりのある学
習』の研究推進を図る。 

 
（２）『つながりのある学習』の基本的な考え方 

“つながり”は、単に教材や領域種目を揃えることによるつながりではなく、小学
校、中学校、高等学校、そして特別支援学校の１２年間を見通し、発達の段階に応
じて系統化された指導内容を明確化し、小中高特が同じ視点を持ちながら授業を展
開することである。 

「知識及び技能」、「思考力，判断力，表現力等」、「学びに向かう力，人間性等」
の指導内容を、児童・生徒に確実に身につけさせるために、授業への基本的な考え
方や目指す児童・生徒像を明確にし、共通認識を持ちながら研究を進めていく必要
がある。 

  

つ
な
が
り
の
あ
る
学
習
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令和７年度 第６６回宮崎県学校体育研究発表大会延岡・西臼杵大会 研究計画 
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A評価 B→A評価への手立て B評価（例示） C→B評価への手立て C評価
自己やチームの動きを客観的に観
察・分析し、根拠を示しながら具体
的かつわかりやすく改善点や良さを
伝えている。

・動きの特徴を図やモデルで示し、
 視覚的にもわかりやすく伝える
 練習をさせる

選択した運動について、チームや自
己の動きを分析して、良い点や修正
点を指摘している。

・手本の動画と自分や仲間の動きを
 比較し、違いや特徴を記録させる
・動きのチェックリスト（姿勢・タ
 イミング・位置等）を活用し、観
 察視点を明確にする

動きの良し悪しに気づいているもの
の、具体的な分析や根拠が曖昧で、
適切に伝えることができていない。

試合や練習の状況を的確に捉え、根
拠とともにチームや自己の技術・戦
術的な課題を発見し、共有してい
る。

・発見した課題の原因を分析させ、
 次のプレーや練習への活用法を考
 えさせる
・課題をチーム全体に共有し、他者
 に伝える力を養う

課題解決の過程を踏まえて、チーム
や自己の新たな課題を発見してい
る。

・チーム練習の映像やスコアから具
 体的な課題を探す活動をする
・課題と練習メニューを結びつける
 シートを活用する

課題の発見に根拠や具体性が乏し
く、共有や改善に結びついていな
い。

課題解決の目的に応じて有効な練習
計画を立案し、練習方法や順序を明
確にした上で実践・共有している。

・練習メニューの意図やねらいを仲
 間に説明させる
・練習の効果検証（ビフォー・アフ
 ター映像比較など）を通じて、改
 善案まで考えさせる

チームや自己の課題を解決するため
の練習の計画を立てている。

・課題に対して複数の練習方法を提
 示し、それぞれのねらいや効果を
 比較・検討させる
・「いつ・誰が・どうする」まで明
 確にさせる計画表を活用する

練習計画が曖昧で、課題に適した内
容を自ら選び取ることができていな
い。

チームや自己の安全を守るために、
状況を的確に把握して適切な行動を
提案・実行し、仲間にも助言してい
る。

・体調や天候に合わせて練習の強度
 や内容を柔軟に調整させ、その判
 断理由を言語化させる
・仲間に対して安全に配慮した行動
 を提案する場を設ける

練習やゲームの場面で、チームや自
己の危険を回避するための活動の仕
方を提案している。

・練習中に起こりうる危険（転倒、
 接触など）を写真や事例で提示
 し、その回避策を考えさせる
・安全視点カードを活用する

危険に気づけなかったり、適切な対
処ができず、安全確保の行動が不十
分である。

自他の行動を振り返り、それがなぜ
適切または不適切であったかを具体
的に言語化し、改善点を他者に伝え
ている。

・自身や仲間の行動を記録し、なぜ
 その行動がよかったか、具体的に
 言語化させる
・他者に伝える場面（チームの振り
 返り発表）を設ける

練習やゲームを行う場面で、チーム
や自己の活動を振り返り、よりよい
マナーや行為について提案してい
る。

・試合映像からフェアな行動やよく
 ない行動を見付けさせ、理由を考
 えさせる
・チームで「よいマナー行動リス
 ト」を作成し、共有する

自他の行動の良否に気づけなかった
り、マナーの重要性を振り返る視点
を持てていない。

状況に応じて自他の役割を的確に捉
え、チームの目的達成に向けて積極
的に提案・実行している。

・状況に応じて他者の役割との調整
 や提案ができるように、役割分担
 会議やふりかえりシートを導入す
 る
・なぜこの役割がチームに必要かを
 発表させる

チームでの学習で、状況に応じて
チームや自己の役割を提案してい
る。

・さまざまなチーム内の役割（声か
 け、進行、分析など）の例を提示
 し、自分に合った役割を選ばせる
・役割ごとの具体的な活動例を観
 察・模倣させる

与えられた役割を十分に理解・実行
できなかったり、状況に応じた提案
ができていない。

チームの意見を尊重しながら、自分
の考えを明確に伝え、全員が納得で
きるように話合いをリードしてい
る。

・対立意見が出たときの調整方法
 （妥協点の探し方、代替案提示）
 をロールプレイで練習させる
・合意に至るまでのプロセスをふり
 かえりで言語化させる

チームでの話合いの場面で、合意を
形成するための調整の仕方を見付け
ている。

・話合いの進め方（話す順序、意見
 のまとめ方）をモデル提示する
・意見を整理するカードなどを使
 い、可視化させる

話合いで自分の意見を述べることが
難しく、合意形成に向けた調整がで
きていない。

メンバーの特性や状況に応じて、誰
もが楽しめるような活動の工夫や
ルールの調整を提案・実践してい
る。

・実践した調整の効果を振り返り、
 さらに良くするにはどうするか考
 えさせる
・配慮の工夫を他チームに紹介・共
 有させる

体力や技能の程度、性別等の違いを
超えて、仲間とともに球技を楽しむ
ための調整の仕方を見付けている。

・活動時の体格・技術差を具体的に
 提示し、どのような困りごとが起
 きるかを考えさせる
・ルール調整の実例を提示し、自分
 たちでルールを工夫させる

活動の中で仲間の違いに気づかず、
自分中心の関わりとなっており、調
整の工夫が見られない。

球技で得た学びを、自分の将来や生
活と結び付け、具体的に「する・み
る・支える・知る」の実践方法を描
いている。

・自分の関心のある関わり方をより
 具体化させ、将来の関わり方を発
 表させる
・地域スポーツや職業人インタ
 ビューを通じてリアリティをもた
 せる

球技の学習成果を踏まえて、事故に
適した「する、みる、支える、知
る」などの運動を生涯にわたって楽
しむためのかかわり方を見付けてい
る。

・「する、みる、支える、知る」の
 それぞれの関わり方の事例を示
 し、自分に合ったものを選ばせる
・将来の生活とスポーツを結びつけ
 るワークシートを活用する

学習成果を日常や将来の運動に活か
す視点が乏しく、「関わり方」を自
分事として捉えられていない。

思考・判断・表現に関する評価規準表（入学年次の次の年次）
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つながりのある学習 

■授業の視点 

思考・判断・表現における評価

基準と具体的な手立ての作成

課題発見・解決を図るための

効果的なICT活用

多様な運動やスポーツの楽し

み方を仲間と共有することが

できる指導内容の工夫

地区研究 

■授業の視点 
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小
学
校
部
会

第６６回宮崎県学校体育研究発表大会 

小 学 校 部 会 

１ 研 究 主 題 生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習 
～児童一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

２ 日程・会場 

11 
月 
7 
日 
(金) 

小 
学 
校 
部 
会 

    9:30       10:10          11:10                                   14:55       15:45 
9:00         10:00          10:55        11:55        12:55        14:45      15:40  16:00 

 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

(30 分) 

 

 

 

 

 

 

(45 分) 

 

 

 

 

 

 

(45 分) 
 

 

 

 

 

(110 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３コーナー) 

   

会場： 延岡市立南方小学校 
 

① 研究発表・視点説明 

発表題目 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 
実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習  

～児童一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

役 職 名 氏   名 

研究発表者 

視点説明 
○延 岡 市 立 東 小 学 校    教  諭  藤 井 航 平 

 
② 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 
（つながり） 

第４学年 
ネ ッ ト 型 ゲ ー ム  

「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

延 岡 市 立 東 海 小 学 校 
教  諭  野 中 海 仁 

Ⅱ 
（地区） 

第５学年 
ネ ッ ト 型  

「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

延 岡 市 立 南 方 小 学 校 
教  諭  田 中 大 希 

 
③ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 
０南 九 州 大 学 人 間 発 達 学 部    教  授  宮 内   孝 
０宮崎県教育庁スポーツ振興課    指導主事  財 津 吉 正 

司 会 者 ０宮 崎 市 立 国 富 小 学 校    教  諭  安 藝 良 介 

記 録 者 
０小 林 市 立 栗 須 小 学 校    教  諭○ 山 下   駿 
０高 原 町 立 後 川 内 小 学 校    教  諭  森 永 亜由美 

進 行 ０新 富 町 立 上 新 田 小 学 校    教  諭  関 戸○  映 
 

④ 研究発表 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

生涯にわたる心身の健康と豊かなスポーツライフ支える資質能力の育成を目指して 

～思考力，判断力，表現力等を育む少人数体育学習～ 

日 之 影 町 立 宮 水 小 学 校 
教  諭  渡 辺 智 彬 

進行・司会者 ０椎 葉 村 立 不 土 野 小 学 校 教  諭  河 野 要 世 
記 録 者 ０西 都 市 立 茶 臼 原 小 学 校 教  諭  横 山 正 文○ 

 
研 究 発 表 題 目 発 表 者 

一人一人が進んで運動に親しみ、その楽しさを味わう体育科学習の在り方 

～ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びのある授業作りを通して～ 

え び の 市 立 上 江 小 学 校 
教  諭  串 間 洵 郎 

進行・司会者 ０日 向 市 立 美 々 津 小 学 校 講  師  壱 岐 直 澄 

記 録 者 ０国 富 町 立 森 永 小 学 校 教  諭  新 原   翼 
 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

児童が思考・判断・表現しながら技能を向上させる授業の在り方 

～指導と評価の一体化を意識した授業改善を通して～ 
日 南 市 立 桜 ケ 丘 小 学 校 
教  諭  黒 木 大 翔 

進行・司会者 ０都 城 市 立 川 東 小 学 校 教  諭  松 山 拓 磨 

記 録 者 ０串 間 市 立 本 城 小 学 校 教  諭  宇 佐 季 笑 

受 

付 

視
点
説
明 
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究
発
表 
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会
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事 
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業
発
表
Ⅰ 
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発
表
Ⅱ 
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部
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第６６回宮崎県学校体育研究発表大会 

中 学 校 部 会 

１ 研 究 主 題 生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育む保健体育科学習  
～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

 
２ 日程・会場 

10 
月 
17 
日 
(金) 

中 
 
学 
 
校 
 
部 
 
会 

   9:10         9:50         10:55                                    14:55     15:45 

8:40          9:40         10:40        11:45         12:30      14:40      15:40   16:00 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 
 

(30 分) 

  

 

 

 

 

 
 

(50 分) 

  

 

 

 

 

 
 

（50 分） 

  

 

 

 

 

 
 

(130 分) 

  

 

 

 

 

 
 

(45 分) 

 

 

  

 

① 研究発表及び視点説明 

活動報告及び研究発表題目 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライ

フを実現するための資質・能力を育む保健体育科学習の在り方 

宮 崎 市 立 宮 崎 西 中 学 校 

教  諭  上 妻 憲 祐 

（視点説明） 

生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開 

延 岡 市 立 北 川 中 学 校 

教  諭  原 田 卓 弥 

 
② 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第２学年 

球     技 

（ネット型：ソフトテニス） 

延 岡 市 立 南 中 学 校 

教  諭  前 田 啓 介 

Ⅱ 

（地区） 
第２学年 

体 育 理 論 

（運動やスポーツの学び方） 

延 岡 市 立 西 階 中 学 校 

教  諭  德 渕   喬 

  
③ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 
０宮 崎 大 学 教 育 学 部    教  授  日 髙 正 博 

０宮崎県教育庁スポーツ振興課００  指導主事００甲 斐 浩 記 

司 会 者 ０新 富 町 立 富 田 中 学 校    教  諭  浮 島 大 介 

記 録 者 
０小 林 市 立 三 松 中 学 校    教  諭  岡 上   桂 

０宮 崎 市 立 大 淀 中 学 校    教  諭  水 元 竜太郎 

進 行 ０美 郷 北 義 務 教 育 学 校    教  諭  佐 藤 浩 行 

 
④ 地区研究発表 

 【 地 区 】 

研 究 発 表 題 目 
発 表 者 

１ 
【  日 向  】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  

日 向 市 立 東 郷 学 園 

教 諭  矢 野 正 道 

２ 
【  宮 崎  】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  

宮崎大学教育学部附属中学校 

教 諭  寳 田 光 貴 

３ 
【  都 城  】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  

都 城 市 立 山 之 口 中 学 校 

教 諭  鹿 島 鉄 平 

４ 
【 南 那 珂 】 

生 徒 一 人 一 人 の 思 考 力 ，判 断 力 ，表 現 力 等 を 養 う 授 業 の 創 造 と 展 開  

日 南 市 立 飫 肥 中 学 校 

指導教諭 田 中 美津子  

受 
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業
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高
等
学
校
部
会

第６６回宮崎県学校体育研究発表大会 

高 等 学 校 部 会 

１ 研 究 主 題 生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するとともに、継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 
～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 

 
２ 日程・会場 

11 
月 
7 
日 
(金) 

高 
等 
学 
校 
部 
会 

    9:50          10:15      10:45              12:25        13:30         15:10   15:45 
9:20       10:00          10:35        11:40    12:25     13:20         15:00          16:00 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

(10 分) 

 

 

 

 

 

 

(15 分) 

 

 

 

 

 

 

(20分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(55 分) 

 

 

 

 

 

 

(45 分) 

 

 

 

 

 

 

(55 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(90 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(35 分) 

  

 
① 教科研究委員会発表 

内   容 発 表 者 

生徒の「思考力，判断力，表現力等」の資質・能力を 
育む手立ての工夫 

～ 思考ツール活用の在り方 ～ 

県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校 
教  諭  太 田   聡 
（県高体連 教科研究委員長） 

 
② 視点説明 

視 点 説 明 ○県 立 五 ヶ 瀬 中 等 教 育 学 校    教  諭  吉 岡 奈津希 

 
③ 授業発表 

 学年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 
（つながり） 

第２学年 
球     技 

（ネット型：バドミントン） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  近 藤 伸 哉 

Ⅱ 
（地区） 

第２学年 
保     健 

（医薬品の制度とその活用） 

県 立 延 岡 星 雲 高 等 学 校 

教  諭  加 藤 順 也 

 
④ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ０日 本 女 子 体 育 大 学    教  授  高 橋  修 一 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校    教  諭  角 田   太 

コーディネーター 
○県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校    教  諭  太 田   聡 

○県 立 高 千 穂 高 等 学 校    教  諭  甲 斐 奎 佑 

記 録 者 
○延 岡 学 園 高 等 学 校    講  師  楠 元 龍 水 

○県 立 延 岡 工 業 高 等 学 校    教  諭  山 中 貴 弘 

 
⑤ 研究発表 

 研 究 発 表 題 目 発 表 者 

１ 

【西諸支部】 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを
実現するとともに継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 
～生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う球技ネット型の授業をとおして～ 

県 立 飯 野 高 等 学 校 

教  諭  都 甲 尚 寛 

２ 

【宮崎・東諸支部】 
ICT とシンキングツールを活用した授業の展開 
～「主体的・対話的で深い学び」を生み出す環境づくり～ 

宮 崎 学 園 高 等 学 校 

教  諭  溝 口 政 志 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ○宮崎県教育庁スポーツ振興課   指導主事  白 石 剛 二 

司 会 者 ○県 立 妻 高 等 学 校   教  諭  角 田   太 

記 録 者 
○県 立 日 向 高 等 学 校   教  諭  濱 田 悠 暉 

○県 立 門 川 高 等 学 校   教  諭  寺 田 勢 哉 
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第６６回宮崎県学校体育研究発表大会 

特 別 支 援 学 校 部 会 

１ 研 究 主 題 生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習の在り方 

～児童生徒一人一人の思考力，判断力，表現力等を養う授業の創造と展開～ 
 
２ 日程・会場 

10 
月 
17 
日 
(金) 

特
別
支
援
学
校
部
会 

   10:00     10:40             11:40             13:00            14:10      014:50 

9:30      10:30            11:30       12:00                       14:00      14:40   15:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(30 分) 

  

 

 

 

 

 

 

(50 分) 

  

 

 

 

 

 

 

(20 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(60 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(30 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場： 宮崎県立延岡しろやま支援学校 

 

① 視点説明 

視 点 説 明 ○県立延岡しろやま支援学校      教  諭  金 田 健 吾 

 

② 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
高等部 

球     技 

（バドミントン） 

県立延岡しろやま支援学校 

教  諭  上 野   航 

 

③ 授業研究会Ⅰ・授業研究会Ⅱ 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 ０日 本 体 育 大 学 体 育 学 部   准 教 授  村 井 敬太郎 

担 当 者 ○県立清武せいりゅう支援学校   教  諭  長 友 啓 輔 

司 会 者 ○県 立 延 岡 し ろ や ま 支 援 学 校   教  諭  伊 東 寿 晃 

記 録 者 
○県 立 延 岡 し ろ や ま 支 援 学 校   教  諭  野 田 航 平 

○県立清武せいりゅう支援学校   教  諭  小 松 鉄 平 

進  行 ○県 立 み な み の か ぜ 支 援 学 校   教  諭  楢 木 理 美 

 

④ 研究発表 

活動報告及び研究発表題目 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライ

フを実現するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習 

～「ひなたの学び」を通して、主体的・対話的で深い学びの実

現に向けた授業づくりを目指して～ 

県立児湯るぴなす支援学校 

教  諭  坂 田 拓 也 

役 職 名 氏  名 

指導助言者 ○宮崎県教育庁スポーツ振興課   指導主事  五十嵐   舞 

進  行 ○県 立 み な み の か ぜ 支 援 学 校   教  諭  楢 木 理 美 
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幼児教育の様子 

（延岡・西臼杵地区） 

幼
児
教
育
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（幼児教育 研究紀要掲載イメージ） 

 五ヶ瀬町保育所運動教室（五ヶ瀬町） 

 
 五ヶ瀬町では年に２回、町内の小・中学校の教職員が講師となって町内の園児に対して運動教室を実
施する取組を行っている。目的や期日、活動内容は以下の通りである。 
１ 目的 

○ 学校の教員が、①体育科の専門性を生かした活動を行うことで、保育所の子どもたちの体力の向
上に資する。 

○ 学校の教職員が保育所と連携して体育的活動を行うことで、②保育所との情報交換がさらに図ら
れるとともに、五ヶ瀬教育グランドビジョン③（五ヶ瀬 A.S.カリキュラム）の推進に資する。 

 
 五ヶ瀬Ａ.Ｓ.カリキュラムは、保育所年⾧（A:小学校へのアプローチ期）から小学校入学（S:小

学校のスタート期）へつながる「学びの架け橋」である。 
２ 期日（年間２回予定） 
（１）第１回令和７年７月２８日（月）午前１０時から午前１１時まで 
（２）第２回１月実施予定 
３ 活動内容 

 

 
 
 
 
 
 
 

【『前へならえ』の様子】           【『休め』の様子】 

 
 
 
 
 
 
 
 

【小グループでの運動の様子】     【全員で１列になっての運動の様子】
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（幼児教育 研究紀要掲載イメージ） 

 
    【フープをくぐり抜ける様子】       【タイミングをはかる様子】 

【ペアで⿁を決める様子】         【⿁ごっこを楽しむ様子】 

 
 
 
 
 

【中央に置かれたボールを取りに行く様子】  【自分のフラフープにボールを集める様子】 

 ・ 少人数という地域の特性を生かして保幼小の連携が密に図られていた。この日の活動内容も事前
に保育所の先生方と講師の先生で情報交換を行った上でその年の園児の実態に合った内容で、小学
校との接続を円滑にすることを意図して運動プログラムが組まれていた。 

 ・ 園児たちも普段は使えない広い場所を使って専門的な指導を受けられることで、汗びっしょりに
なりながら楽しそうに精いっぱい体を動かす姿が見られた。 

 
 
 

幼
児
教
育
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第６６回宮崎県学校体育研究発表大会 大会役員 

役 職 名 氏  名 職          名 

 名 誉 会 長   吉 村 達 也 宮 崎 県 教 育 委 員 会 教 育 長 

  名誉副会長   柏 田   学 宮 崎 県 教 育 委 員 会 副 教 育 長 

      〃   吉 玉   拓 宮 崎 県 教 育 委 員 会 教 育 次 長 

      〃   田 中 幸 一 宮 崎 県 教 育 委 員 会 教 育 次 長 

    〃   髙 森 賢 一 延 岡 市 教 育 委 員 会 教 育 長 

    〃   戸 敷 二 郎 高 千 穂 町 教 育 委 員 会 教 育 長 

〃 橋 本 範 憲 日 之 影 町 教 育 委 員 会 教 育 長 

〃 津奈木 考 嗣 五 ヶ 瀬 町 教 育 委 員 会 教 育 長 

 会   長  木 宮 浩 二 宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 会  長 

 副 会 長    田 中 裕 久 宮崎県教育庁スポーツ振興課 課 長 

〃   長 尾 岳 彦 宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 副 会 長 

〃   谷 口 行 孝 宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 副 会 長 

〃   山 腰 美穂子 宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 副 会 長 

〃 安 在 康 喜 地 区 実 行 委 員 会 会  長 

 顧   問  重 盛 文 人 宮崎県教育庁北部教育事務所 所 長 

〃 岩 切 隆 人 延 岡 市 教 育 委 員 会 学校教育課長 

〃 湯 川   哲 高 千 穂 町 教 育 委 員 会 教育総務課長 

〃 平 川 誠 二 日 之 影 町 教 育 委 員 会 教 育 次 長 

〃 垣 内 広 好 五 ヶ 瀬 町 教 育 委 員 会 教 育 次 長 

〃 山 本   敏 地 区 実 行 委 員 会 副 会 長 

〃 松 浦 俊 二 地 区 実 行 委 員 会 副 会 長 

〃 西 田 浩 司 地 区 実 行 委 員 会 副 会 長 

〃 鬼 束 美 和 地 区 実 行 委 員 会 副 会 長 

〃 肱 岡 憲 吾 地 区 実 行 委 員 会 副 会 長 

〃 阿 部 泰 宏 小 学 校 部 会 会 場 校 校    長 

〃 木 村 淳 子 小 学 校 部 会 発 表 校 校      長 

〃 菊 池 みどり 中 学 校 部 会 発 表 校 校    長 

〃 安 在 康 喜 中 学 校 部 会 発 表 校 校    長 

〃 栁 井 健 二 高 等 学 校 部 会 会 場 校 校    長 

〃 肱 岡 憲 吾 特別支援学校部会会場校 校    長 

 参   与   酒 井 宏 幸 宮崎県教育庁スポーツ振興課 課 長 補 佐 

      〃   齋 賀 哲 也 宮崎県教育庁スポーツ振興課 課 長 補 佐 

      〃  松 下 修 士 宮崎県教育庁北部教育事務所 教育推進課長 

  委 員 長   有 水 浩 智 宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 理 事 長 

 副 委 員 長   児 玉   健 宮崎県教育庁スポーツ振興課 副主幹(学校体育担当) 

   〃      年 永 健 二 宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 副 理 事 長 

   〃      前 田 浩 司 宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 副 理 事 長 

      〃   門 村 裕 香 宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 副 理 事 長 

     〃   大久保 高 広 地 区 実 行 委 員 会 委 員 長 
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役 職 名 氏  名 職          名 

  委   員   財 津 吉 正 宮崎県教育庁スポーツ振興課 指 導 主 事 

      〃   甲 斐 浩 記 宮崎県教育庁スポーツ振興課 指 導 主 事 

      〃   白 石 剛 二 宮崎県教育庁スポーツ振興課 指 導 主 事 

〃 五十嵐   舞 宮崎県教育庁スポーツ振興課 指 導 主 事 

      〃   黒 木 章 宏 宮崎県教育庁スポーツ指導センター 副 主 幹 

〃 水 尾 彰 太 宮崎県教育庁スポーツ指導センター 指 導 主 事 

〃  田 爪 鉄 平 宮崎県教育庁スポーツ指導センター 指 導 主 事 

      〃 池 袋   豊 宮崎県教育庁北部教育事務所 指 導 主 事 

      〃 安 保 隆 昭 延 岡 市 教 育 委 員 会 指 導 主 事 

      〃 大 石   彰 高 千 穂 町 教 育 委 員 会 主 幹 

〃 奈 須 康 浩 日 之 影 町 教 育 委 員 会 指 導 主 事 

〃 堀 川 貴 史 五 ヶ 瀬 町 教 育 委 員 会 指 導 主 事 

     〃   安 藝 良 介 宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 理  事 

   〃   上 妻 憲 祐 宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 理  事 

   〃   佐久間 英 二 宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 理  事 

   〃   長 友 啓 輔 宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 理  事 

      〃 永 野 佳 太 地 区 実 行 委 員 会 副 委 員 長 

      〃 樋 口 純 平 地 区 実 行 委 員 会 副 委 員 長 

      〃 柿 木 龍 馬 地 区 実 行 委 員 会 副 委 員 長 

      〃 久 保 真由美 地 区 実 行 委 員 会 副 委 員 長 

〃 伊 東 寿 晃 地 区 実 行 委 員 会 副 委 員 長 

      〃 原 田 卓 弥 地 区 実 行 委 員 会 委 員 

      〃 藤 井 航 平 地 区 実 行 委 員 会 委 員 

      〃 渡 辺 智 彬 地 区 実 行 委 員 会 委 員 

      〃 梅 垣 仁 志 地 区 実 行 委 員 会 委 員 

      〃 吉 岡 奈津希 地 区 実 行 委 員 会 委 員 

      〃 金 田 健 吾 地 区 実 行 委 員 会 委 員 

〃 野 中 海 仁 地 区 実 行 委 員 会 委 員 

〃 田 中 大 希 地 区 実 行 委 員 会 委 員 

〃 前 田 啓 介 地 区 実 行 委 員 会 委 員 

〃 德 渕   喬 地 区 実 行 委 員 会 委 員 

〃 近 藤 伸 哉 地 区 実 行 委 員 会 委 員 

〃 加 藤 順 也 地 区 実 行 委 員 会 委 員 

〃 上 野   航 地 区 実 行 委 員 会 委 員 

      〃 （佐久間 英 二） 宮 崎 県 学 校 体 育 研 究 会 事 務 局 
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第６６回宮崎県学校体育研究発表大会 県実行委員会委員 

役職名 氏  名 職      名 所      属 

委 員 長 木 宮 浩 二 宮崎県学校体育研究会 会   長 宮崎県立日南振徳高等学校 

副委員長 田 中 裕 久 宮崎県教育庁スポーツ振興課 課 長 宮 崎 県 教 育 委 員 会 

〃 重 盛 文 人 宮崎県教育庁北部教育事務所 所 長 北 部 教 育 事 務 所 

〃 長 尾 岳 彦 宮崎県学校体育研究会 副 会 長 宮 崎 市 立 赤 江 小 学 校 

〃 谷 口 行 孝 宮崎県学校体育研究会 副 会 長 宮 崎 市 立 赤 江 中 学 校 

〃 山 腰 美穂子 宮崎県学校体育研究会 副 会 長 宮崎県立みなみのかぜ支援学校 

委  員 齋 賀 哲 也 宮崎県教育庁スポーツ振興課 課 長 補 佐 宮 崎 県 教 育 委 員 会 

〃 児 玉   健 宮崎県教育庁スポーツ振興課 副 主 幹（学校体育担当） 宮 崎 県 教 育 委 員 会 

〃 財 津 吉 正 宮崎県教育庁スポーツ振興課 指導主事（学校体育担当） 宮 崎 県 教 育 委 員 会 

〃 甲 斐 浩 記 宮崎県教育庁スポーツ振興課 指導主事（学校体育担当） 宮 崎 県 教 育 委 員 会 

〃 白 石 剛 二 宮崎県教育庁スポーツ振興課 指導主事（学校体育担当） 宮 崎 県 教 育 委 員 会 

〃 五十嵐   舞 宮崎県教育庁スポーツ振興課 指導主事（学校体育担当） 宮 崎 県 教 育 委 員 会 

〃 黒 木 章 宏 宮崎県教育庁スポーツ指導センター 副 主 幹（指導担当） 宮 崎 県 教 育 委 員 会 

〃 水 尾 彰 太 宮崎県教育庁スポーツ指導センター 指導主事（指導担当） 宮 崎 県 教 育 委 員 会 

〃 田 爪 鉄 平 宮崎県教育庁スポーツ指導センター 指導主事（指導担当） 宮 崎 県 教 育 委 員 会 

〃 松 下 修 士 宮崎県教育庁北部教育事務所 教 育 推 進 課 長 北 部 教 育 事 務 所 

〃 池 袋   豊 宮崎県教育庁北部教育事務所 指 導 主 事 北 部 教 育 事 務 所 

〃 岩 切 隆 人 延 岡 市 教 育 委 員 会 学 校 教 育 課 長 延 岡 市 教 育 委 員 会 

〃 湯 川   哲 高 千 穂 町 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課 長 高 千 穂 町 教 育 委 員 会 

〃 平 川 誠 二 日 之 影 町 教 育 委 員 会 教 育 次 長 日 之 影 町 教 育 委 員 会 

〃 垣 内 広 好 五 ヶ 瀬 町 教 育 委 員 会 教 育 次 長 五 ヶ 瀬 町 教 育 委 員 会 

〃 安 保 隆 昭 延 岡 市 教 育 委 員 会 指 導 主 事 延 岡 市 教 育 委 員 会 

〃 大 石   彰 高 千 穂 町 教 育 委 員 会 主 幹 高 千 穂 町 教 育 委 員 会 

〃 奈 須 康 浩 日 之 影 町 教 育 委 員 会 指 導 主 事 日 之 影 町 教 育 委 員 会 

〃 堀 川 貴 史 五 ヶ 瀬 町 教 育 委 員 会 指 導 主 事 五 ヶ 瀬 町 教 育 委 員 会 

〃 安 在 康 喜 地 区 実 行 委 員 会 会  長 延 岡 市 立 西 階 中 学 校 

〃 有 水 浩 智 宮崎県学校体育研究会 理 事 長 宮崎県立宮崎南高等学校 

〃 年 永 健 二 宮崎県学校体育研究会 副 理 事 長 宮崎市立生目台東小学校 

〃 前 田 浩 司 宮崎県学校体育研究会 副 理 事 長 宮 崎 市 立宮崎 西中 学校 

〃 門 村 裕 香 宮崎県学校体育研究会 副 理 事 長 宮崎県立みなみのかぜ支援学校 

〃 安 藝 良 介 宮崎県学校体育研究会 理   事 宮 崎 市 立 国 富 小 学 校 

〃 上 妻 憲 祐 宮崎県学校体育研究会 理   事 宮 崎 市 立宮崎 西中 学校 

〃 佐久間 英 二 宮崎県学校体育研究会 理   事 宮崎県立宮崎南高等学校 

〃 長 友 啓 輔 宮崎県学校体育研究会 理   事 宮崎県立清武せいりゅう支援学校 

〃 大久保 高 広 地 区 実 行 委 員 会 委 員 長 延 岡 市 立土々 呂中 学校 

〃 (佐久間 英 二) 宮崎県学校体育研究会 事 務 局 担 当 宮崎県立宮崎南高等学校 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

宮崎県学校体育研究会 事務局 

       〒８８０－０９２６ 

       宮崎市月見ヶ丘５丁目２番１号 

      （宮崎県立宮崎南高等学校 内 

        宮崎県高等学校体育連盟事務局) 

       ＴＥＬ ０９８５－５１－４１０９ 

       ＦＡＸ ０９８５－５１－４２９８ 

       Ｅ-mail  info@miyazaki-koutairen.com 
 

 


